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マルク ・ブロックは1939-40年 に刊行された彼の 『封建社会』の中で、以下のように述べて
いる。 「貴族(noblesse)の 名に値す るには、二つの条件を兼ね備 えなければならない。 まず
第一に、貴族が主張しているところの優越性を確認し、具象化する固有の法的身分をもつこと、
第二にこの法的身分が血統を通 じて伝 えられること。」 こうした貴族を彼は 「法的貴族」と呼
ぶ。そ して彼によれば、西欧でこのような意味での貴族身分ができてくるのは12世 紀以降で
あり、はっきりした形をとるのは13世 紀になってからである。封建時代第一期全体、並びに
それに直接先行する時期、つま り7,8世 紀から11世 紀までは、西欧社会は貴族身分なるも




古代ゲルマン社会にも 「エーデ リンゲ」(edelinge)や 厂アーデ レンク」(adelenc)と 呼ばれ
る特権的な階層があった。彼らは、初期中世のゲルマン諸法典では、流血事件が賠償で解決 さ
れる際に、命の値段をとりわけ高く見積 もられることになっていた。 しか しこのふたつの身分
は初期中世に消滅 した。7世 紀から9世 紀にも権門(aristocratie)は あり、それを支えたの
は富と国王への奉仕であった。これらも多くの場合父から子へと伝えられたが、急激な上昇 と
失墜の可能性を含んでお り、集団の内容はかなり流動的であった。
封建社会第一期(10,11世 紀)に はこの集団の一部の後継者に小領主からの 「成 り上がり」
家系が加わって国王や諸侯の階層を作る。彼 らの下には一般の戦士として活動する小領主の階
層があった。これら大小の戦士的領主たちには遠い先祖を誇るような意識はなかった。 この特
質か ら見ても彼 らを語の本来の意味で 「貴族」 と呼ぶことは憚 られる。それでも11世 紀ごろ
には、生活スタイルの共通性から、彼 らの中にひとつの階級に属しているとい う意識が生まれ
てくる。 「ノビリス(貴 族の、貴族)」 とい う形容詞は中世初期 にはさまざまな意味で用いられ
たが、11世 紀には戦士的領主階級全体を指す ようになる。 こうして11世 紀ごろには 厂事実 と
しての貴族」が生まれた。


















国家の枠組みができる前か ら貴族は存在 しているか らである。
彼 によれば、初期中世においてすでに貴族は存在 した。そしてこの時から封建時代の末期
(13世紀ごろ)ま で、貴族は閉鎖的集団 として連続 している。具体的に言えば、血L統が連綿 と
して連続 しており、またそのことへの自覚を含めて強力な貴族意識が一貫 して存在 している。
封建時代の前半においては戦士的領主階級の上層部のみが貴族であった。より下層の部分は徐々









なった方向からではあるが、 ともにこの区別に言及 している。 「権門」「事実としての貴族」
「法的貴族」といったことばを使い分ける必要があるか どうかはともかくとして、この区別を
意識 しておくことは重要である。





な親族の名 を挙げており、また人を支配す るような地位には 「高貴な生まれ」の人間が相応 し
いとい う思想を繰 り返し述べている。この点では、すでに多くの研究者が指摘しているように、




しか し当時の 「貴族性」の観念には相対性が強いとい うブロックの見方 もまた確認すること
ができる。ひとりの人間を 「貴族」(nobilis)と 呼ぶか どうかは状況次第であった。10世 紀初
に西フランク王国のシャルル単純王はロレーヌ出身のハガノンなる人物を重用 した。これに対
して、王国の有力者たちは 「あたかも王国に貴族がいないと言わんばかり」の政治姿勢だと批
判したとい う。この場合の 「貴族」は 「国王側近 としてふ さわしい」出自を意味する。他方で
は農民 レベルの 自由人が教会への土地寄進文書において 「貴族」 と呼ばれていた。当時の支配
階級は、さまざまな理由による 「貴族1生」の度合いによって序列化 されているといえよう。そ
してこのような 「貴族性」は男系でも女系か らでも受け継 ぐことができた。この点については
後述する。





個人名、あるいはその一部が、多 くの場合血統のつなが りに沿って継承 されたのである。(ゲ
ルマン人の個人名は一般に二つの要素の組み合わせである。 中世初期にはこの うちの一要素を
親族から継承する例が目立つが、カロリング時代以降は名前全体の継承が広く行われるよ うに
なる。)し たがってある家族の構成員の名前群 と別の家族のそれ とに共通性が見いだせる場合、
さまざまな史料が与えるその他の情報 と組み合わせ るならば、両者の親族関係の推定がある程









象に、9世 紀 と10世 紀の間で、伯、副伯か ら領邦諸侯へ、国王直属封臣その他の有力領主か
ら城主層への連続性を証明した諸研究は、名前だけでなく土地や支配権の継承も裏付けてお り、
説得力があつて高く評価された。
しかし注意すべきは、個人名が男系のみな らず女系を通 じて継承 される場合がよく見られる
ことである。名前に限らず、土地財産も部分的には女性を介 して相続 される。息子がなく娘が
いる場合には、支配権や財産は娘の夫に移るのが原則である。こういう条件下では、同一の名
前のグループが世紀を隔てて見いだせ るとしても、両者が勢力として連続 しているとい うこと
は必ず しも断言できない。その間に新勢力が現れ、旧勢力の女性を妻にして支配権を獲得して
いく可能性がありうるからである。コンスタンス ・ブリテン ・バウチャー ドはこの点をついて、
211
江川 温
かつてマル ク ・ブロックが述べた 「成 り上が り者」の参入とい う説を擁i護している。11,12世
紀の家門史に現れる出自不明の開祖こそ、この 「成 り上が り者」であるとい うのである。





自を主張しやすかったのもこのためである。これに対 して10世 紀以降では権門は上層部か ら
順に特定地域の支配権の男系単系系族による世襲を実現 し、この系族を核とする家門を確立し
た。 この時点から私たちは権門の系譜を比較的容易に作成することができるのである。 こうし










ジャン=ピ エール ・ポ リーとエリク ・ブルナゼルは、戦士的領主階級の社会的地位を①諸侯 ・
城主、②村の小領主、③ 自立可能な土地財産を持たない家中戦士に分けた上で、11,12世 紀の
各地の証書に登場する人物の肩書きと社会的地位の関係 についてまとめている。まず南フラン
スでは、すべての戦士的領主に 「騎士」(miles)と い う肩書きを与え、その上で①を 「より貴
族的な騎士」厂殿にして騎士」な どと形容 して区別する形が一般的であるのに対 して、北フラ
ンスでは①のみを 「貴族」(nobilis)あ るいは 「殿」(dominus)と 呼び、②と③を 「1騎士」
と呼ぶ傾向が強い。中部フランスは概して中間的な形態(① 、②を 「貴族」と呼ぶ一方で②、
③を 「騎士」 と呼ぶ)を 示すが、クリュニー修道院のあるマコネ地方は顕著に南フランス型を
示す。ここから彼らは、諸侯 と城主を貴族として他 の集団か ら差異化しようとする傾 向と、戦
士階級をお しなべて 「騎士」とみなそ うとする傾向一それはクリュニー修道院に始ま り、その
修道制の発展とともに南フランスに拡大 した)一 を見いだしている。クリュニー派の思想では、
すべての戦士たちは王に代わって教会を守 り、貧者 を助けることで、神 に仕える 「騎士」とな
るのであって、社会的地位 は副次的な問題なのだ。こうして私たちは、戦士的領主階級の中の
階層差は確かに意識 されていたが、それを捨象するような身分イデオロギーも11世 紀 ごろか
ら力を持ち始めていたことを知るのである。





要があるのである。 しか しこのような隷属関係を過度に重視 して、 ドイツ社会の特異性を強調





より、家臣の従属性が突出した類型一に過 ぎない。 「自由」 と 「隷属」の区別を重視する ドイ
ツ法制の中で、その従属性が隷属民のそれになぞ らえられた と見ることができる。実際には自
由人戦士層に出自するものでも家人となるものがあり、家人とい う地位は不名誉 とは見なされ
ていなかったのである。まもなく騎士制度が自由人 「貴族」戦士層 と 「家人」を連結すること
になる。
それでは戦士的領主層の身分的一体化 と 厂法的貴族」への変化はどのような条件のもとで進











単なる経済的利権 と化 して細分化 されていく。他方で流通経済の発展はかつてさまざまな職能
集団を抱 え込んでいた大領主たちの 「家」の解体を促 し、そこを出た家中戦士は封土を得て小




彼 らはまた、成長著 しい都市の有力者を脅威 と感 じこれに対抗 しようとした。その時彼 らは
戦士としての徳 目、っま り 「騎士道」を自分たちに固有のものとして鼓吹するようになる。 こ
うして 「貴族性」 と 「優れた騎士であること」はしだいに一体化 していく。優れた騎士は魂の
貴族性を持つのであるが、そ うした魂の貴族性は騎士の家系の人間に特有のものである、とい
うわけだ。ふたたび証書類の肩書きに戻れば、12世 紀末ごろから、戦士的領主階級 の全員が









ていった。またその子弟で教会人 となった者 も顕職に就 くようになった。騎士道文化も彼 らと
自由身分の領主の問で共有された。 こうい う状況で、13世 紀ごろか ら上層家人は 「騎士」 と
も 「貴族」とも呼ばれるようになる。 しかし自由人戦士としての 「貴族」がまだ残存 していた





ただ し中世後期の貴族身分の形成 に騎士理念、騎士制度 が大きな役割 を果た した とい う
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